
ぼうさいせつ

壁，護岸，橋重量

などの建造物か

らできているが，

このほか雪覆，

落石防止，排水，

鉄道林などの設

備も付惜してい

る。路盤上の砂

利，枕木，軌条

からなる軌道も

もちろん線路の

一部ではあるが，

防災設備といえ

ば， 軌道以外の

工作物をさして

いる。以下これ

らの紡災設備に

ついて分析して

みる。

1 法(のり)

蘭防護に関する

設備

まず法国が災

容を受ける とど

うなるか，から

考えてみよう。 写其 1 切取面崩段

写真ーlは切取法

商が経年の結果

風化して軟弱と

なり ，降雨に際

して崩漉したも

のであり ， こう

した災容の発生園開霞盈圏瞳歯Z事語~語帽陵町;ι 話
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て未知こ防止す盤-曹~〆て:二二与五立法議遍
ることが~まれ 写rJ;-2. ~JlOC法面崩戚の応急工事

るものである。写真 2 はやはり軟弱化した切取の崩綾を，応急

工事によって糊塗(こと)しているものであって，先方にみえる

ような擁壁で防護すべきものである。災害を未然に防止する設

備には， つぎの ようなものがある。

まず年々風化してL、〈法函の風化を防止し， または風化しで

もその崩落を防止する設備としては， 張り石，~りコンクリー

トがある。法函が岩盤で風化崩落を生じている場合には， 1 皮

切直して新しい簡を出し，ただちに虫りコンクリートまたは野

間石，雑石， 割石などの事I!猿りを施工する。厚さはl民地では 10

-20cm くらいでよいが，寒地では1m害を受けやすし、から 20-

30cm は必要であろう。ただし張りコンクリート ， 練E民りは法

置に湧水(ゅうすい)のないことが条件で忘る。また湧水のある

場合は~り石の背面に水抜きの設備を行うか， 広い面積にわた

って湧7.1<ある場合は空混とすることが必要である。また落石に

対してはその程度により古レーノレ柵(さく)，古枕木柵，また古

レーノレに金網を張ったものもある。さらに落石の規模が大きく，

柵では防ぎきれない場合は，図 1 に示すよ うな ト γヰノレ型の落

石覆を設ける。務省覆はコンクリート ， 鉄筋コソク リート， 古

図-1. ~喜 石おおい

レーノレ入り鉄筋コンクリ ート ， 古レ ー ノレ造， ピ ーエスコンクリ

ート造など各磁ある。

2 ~岸設備

河川によって築奥または直接線路が受ける被害は大きく ， 毎

年訪れる台風のたひ・に水留を主主じ，それによ って築堤が流失し，

あるいは護岸擁壁が流失し，写真ー3 に示すような被害を生じて

いる。あるいはまた海岸に沿う線路においては， 年々波浪によ

って沿岸が浸食されているが，ことに北海道噴火湾岸にそう函

館本線，日高本線， 室蘭本線または太平洋岸の根室本線の一部

などは， 近年海岸線の後退いちじるしく，累次の激浪に線路が

脅かされており，護岸擁壁が近年かなりの延長にわたって新設

されたが， 今後もまだ必要箇所が相当残っている。

護岸設備として， 一般的にいちばん多く用いられているのは

波止護岸擁壁である。図ー2に示すような下部は土留燦壁とほと

んど異なるところがないが， 上部は波返しがついており，擁壁

に打当った波浪は擁壁を伝って上昇し，反出l iÌÏÍで打返される構

造となっている。波浪の状態によっては有効に波浪は打返され

るが，強風など

がある主飛沫

(ひまつ)が上昇

し，線路内に入

ることがある。

その飛沫によっ

て線路が洗われ，

砂利が流されて

災害を生じたり，

また風の向きに

よっては海浜の

砂が波浪で運び

去られ，擁壁の

基礎が洗掬され

て倒担軽を生ずる

ことがあるので，

さらに波止壁を

継足したり ， 巨

大な恨図工を行

う場合も多い。

そのほか海に用

写其-3. ~盤停機l\~流失
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